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Ｉはじめに
（１）研究動機
「算数は好きですか｡」
このようなアンケートを教育実習先の５年生に実施したところ、私は結果を知って驚いた。
左んと８２％の子どもたちが「好き」と答えたのである。その内』客を見ると、「跨題が解ける
と嬉しい｡ｊ「先生がわかりやすく教えてくれておもしろい｡」などが多かった。嫌いと答えた
理由は､｢わり算や筆算が苦手｡｣｢】より小さい数が出てきた．｣というものがほとんどであった。
算数は得意な子、苦手な子の差が大きく出る教科であると考える。それは、基礎．基本→
応用・発展へと進んでいく教科であるからである。
５年生になって初めて習う、小数のわり算。もともと子どもたちにとって、小数、わり算
というものは苦手なものなのではないかと考える。なぜなら､小数は個数にあらわしにくく、
わり算は筆算の形が他の計算とは異なること、そして、わり算は４年生で初めて知ることに
なるが、学校の授業では途中わり算を扱わずに、子どもたちは、５年生の春過ぎに久しぶり
に目の当たりにすることになるからである。
そこで今回、特に（小数）÷（整数）の指導を中心に、子どもたちが学習に興味を持ち、
進んで学習できる具体的左指導の手立てを考えてみることにした。この指導は、実習中に携
わった単元であったことから興味を持ったということもあるが、それだけではまく、子ども
たちにとって、小数、わり算というものはつまずきやすく苦手意識の高い単元であると考え
たからである。
算数をどのようにしてわかりやすくするか､まずは興味を持たせることではないだろうか。
子どもたちが楽しいと思える授業を展開すれば、興味を示し、もっと知りたい、もっと学び
たいと思うのではまいかと考える。
しかし、ただおもしろい授業をこなしていけばよいというわけではない。－番重点をおか
をければならないのは子どもがわかるということである。楽しい中にもきちんと基礎．基本
を生かし、その単元で伝えたいことをポイントを押さえ指導していかなければならない。そ
こで、①基礎・基本をどのように生かすか、②子どもを柔軟に育てるとはどのようなことか
について調べることにした。
：
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Ⅱ研究内容
第１章算数における基礎・基本とは何か
く教育課程審議会の求める学力＞
教育課程審議会答申(平成１０年７月）では､基礎･基本について､次のように言及している。
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特に、小学校での教育が以後の学習の基礎となることから、基礎的・基本的な知識と技
能について繰り返し学習し確実に身につけられるようにする。 蝿
これを表面的に読み取れば、 Ｕ）＝･ZfFU
とから、反復練習して確実に覚え、できるよ うにさせるべきだとなる。 眼埠
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しかし、 汽罐するＨ
値しないと言われている。
次のようなことになると患わここで、娚待されていることは、算数を例にして述べると、
れろ。
茨
①算数の基礎的・基本的な知識と技能は、それらが日常生活で必要になるものである
ことから生活から出発し、生活とかかわらせ、生活の中で進んで活用させるなど自
分や社会とのかかわりで学ばせることが大切である。
：
②算数の基礎的・基本的な知識と技能は 道立てて考え方を進めたり、新しい考え
や処理の仕方を生み出したりするために必要である。そこで の知識と技能を
&露の仕方を支えていることにも気付かせること が重要である。
③
ﾘの見方をしたりして､自分たちで全く別のものを創り出していけることを実感ざ
せる必要がある。
＜算数科の目標＞
数量や図形についての基礎的な知
識と技能を身に付け、日頃の事象に
ついて見通しをもち筋道を立てて考
える能力を育てるとともに、数理的
な処理のよさが分かり_、進んで生活
に生かそうとする態度を育てる。
（平成元年公示）
数驚や図形についての算数的活動を通し
て鑿礎的な知識と技能を身に付け、日常の
事象について見通しをもち筋道を立てて考
える能力を育てるとともに、鐘動の楽しさ
寵数理的な処理のよさに気付篭進んで生活
に生かそうとする態度を育てる。
（平成１０年公示）
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算数科の目標は、図のように新旧を比較して見ると、「算数的活動」の強調と「よさ'二気
付かせる」という部分に変化を認めることができる。
改正後のポイント
①「算数的活動」を新たに盛り込んだ意図
識
､
で学ばせたい、 篦数の学習を本質的左意味で楽しいものＩこしたいとい うことにある。蔓
麺Ii透､の意味と内容を考える前提としてこの意図を十分に踏まえたい。
②「よさに気付く」とした意図
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I±このよ男 に使われていろ、 範数は役立っている、
いくことができ萢等を を彌 て婁感させたいということにある。 楽しさやよきI土、
というこ
とである。
＜基礎・基本の定着と「考える能力」の育成＞
題の基礎･基本の定着と｢考える能力｣の育成との関係は、 歌基礎・基本の知識・技能
を教え､反復練習をさせ､その後に とす
ろものが主流であった。
もちろん､これに対して、鍵:_基杢を学習する過程でそれらの定董と｢考える力|の育
塵を一体的に行うべきだとの提唱も多くの人によってなされてきている。
今次の学習指導要領の改定は、学校週五日制という制約の中で行われたことにより、教科
論以外の理由で時間数と内容の大幅ま削減を余儀なくされたことは否めない事実であろう。
時間数と内容の大幅削減は、改めて、基礎･基本の定驚と_｢考える能力」の育成を一体的、
効果的に実現することを強く求める結果となった。
つまり､次に示すような学習を通して､塗装杢旦室薮と_｢考える能力|の育成を一体
的に実現するということである。
銘
①「基礎・基本の内容を含んだ間題｜を解決する を展開する。
③蕊数的活動を薇極的に導入する
鰺意味の理解、原理の理解を十分に扱う
③十分に考えさせ、創意工夫を奨励する
②①の過程で、基礎・基本の定憲を図る。また、どのような考え方が生み出されたか、
どのように使われているか自覚させる。
③①②の段階で
￥Ｈ噸の鰹:#＃〃 する。
④①②の段階で
そのよう左事実を見つけた する。
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第２章基礎・基本を生かすとはどのようなことか
（１）生活に生かす態度
③生活〈買い物、計画、おつり、予算計画）→便利、豊かにする
算数は、冷たくて、無味乾燥で、およそ人間離れしていて、生きていくために何の役にも
立たないと本気で思い込んでいる大人（教師にも）が少なからずいる。したがって、算数が
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生活の中で役立っていること、 算数には素晴らしい面がある ことに気付かない子どもが出て
しまうことは不本意ながら必然である。
そこで、 ,
活の中で 岳役立っているこ とに気 かせたりなと 弾乃齢Ⅱ
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授業を開発する必要がある。 で学習した知識や技能、考え方を以降の境数の学習で
裏．の鎧で、臼衛生将で、杢・な生身を〉める螺で】んで、よ垢とろ態度
を育てることができたら、子どもにとって「算数はもっと楽ししﾐ、学びがいがあこ」教科の
一つになっていくことであろう。
うとする熊Ｆ を育てる」背景には、このように大きく重大なものを含んでいる。
（２）自分自身で主体的に問題に挑戦する態度
②新しい問題、課題に直面したとき
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承
‐
‐
‐
‐
虻
｝
》
》
難
４年生で難しくまっても…
余りのある４２÷１９もできおようになる＝〉3年生で学んだことを生かし
･既習事項（基礎・基本）…知識、技能、考察、関心・意欲・態度
一数学的な考え方
（３）既習の学習内容を体系的にとらえ、既習の考えを活照して学習を深める
け）
５年小数のかけ算 臘繍'鱈…ⅡＩ
I (霧護る…｝
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(ア）５年の「小数のかけ算」の学習における数直線､ことばの式の理解をよりどころとして、
｢小数のわり算」の場面でもその考えを生かせるようにする。
(イ）「小数のわり算」の学習ではやはり数直線や言ことばの式が大いに活用されることから、
その形式や内容についての理解を「小数のわり算」（小数）÷（整数）の最初の段階で確実
にする。
(ウ）そのことによって（整数）÷（小数）や（小数）÷（小数）の学習がスムーズになる
と考えられる。
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腱第３章基礎・基本を生かすときの大切な考え方
（１）算数的活動
算数的活動とは 逸二rTのj産成や問頴の解決を瀞楕ＬＴＨＹｎ頬〈
体的、顕在的な活動の総称である。
算数的活動の例として学習指導要領解説算数編には次の８点を示している。
①具体物を用いた算数的活動
②作業的な算数的活動
③体験的左算数的活動
④調査的左算数的活動
⑤探究的な算数的活動
⑤堅展的な算数的活動
⑦唾(用的な算数的活動
③訟合的な算数的活動
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そして、指導すなわち教える授業から、 学習すなわち学ばせる授當 へのj転換を強く求めて
業の名人よりも、子どいるのである｡知識や技能の量を重視し、わかりやすく説明できる授業の名人よりも、
2ﾕﾆﾖﾆ体的な学習を演出 が必要とされているのである。
（２）数学的な考え方・態度
く片桐重男箸「数学的左考え方を育てるねらいと評価」（76ページ～78ページ）より引用＞
数学的左考え方・態度として、次のものを挙げることができる。
Ｘ数学の方法に関係した数学的な考え方
Ⅲ数学の内容に露係した数学的な考え方
さらにこれらの原動力に左ろものとして、
エ数学的な態度
を考える。
それぞれの具体的内容を示すと次のようになる。
Ｉ数学的な態度
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①自ら進んで自己の問題や目的・内容を明確に把握しようとする
②簸道の立った行動をしようとする
③内容を簡潔明確に表理しようとする
④よりよいものを求めようとする
Ⅱ数学の方法に関係した数学的な考え方
①帰納垣な考え方
②類推堕な考え方
③渡鐸堕な考え方
④統合的な考え方
⑤発展lj2な考え方
⑤抽象Ｌの考え方（抽象化、具体化、条件の明確化の考え方）
⑦単純化の考え方
③一般Ｌの考え方
⑨特殊仏の考え方
⑩記号仏の考え方（記号化、数鴬化、図形化の考え方）
Ⅲ数学の内容に関係した数学的な考え方
①構成要素（単位〉の大きさや関係に藩目する（単位の考え）
②表現の基本原理に基づいて考えようとする〈表現の考え）
③ものの操作の意味を明らかにしたり、広げたり、それに碁づいて考えようとする（操作
の考え）
④操作の仕方を形式化しようとする（アルゴリズムの考え）
⑤ものの操作の方法を大づかみにとらえたり、その結果を用いようとする（概括的把握の
考え）
⑥基本法則や性質に着目する（基本的性質の考え）
⑦何かを決めれば何かが決まるということに着目したり、変数間の対応のルールを見つけ
たり、用いたりしようとする（関数の考え）
③事柄や関係を式に表したり、式をよもうとする（式についての考え）
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基礎・基本を生かした授業を展開するためには、教師は常に、子ども自身が主体的に、し
かも創造的に、事柄に対応できるようにしておく必要がある。
そのためには、算数的活動を積極的に授業に取り入れ、子どもが自ら大切左関係や事柄を
発見できるようにしむける必要がある。また、かつて学習した事楯を必要に応じて自由に活
用できること、特に既習の学習を活用すること、つまり数学的な考え方が適用できるように
配慮することが求められる。
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したがって、子どもに十分考えさせ、創造的左学習活動をさせるには、この２つの事柄が
欠くことのでき凄いものといえる。
第４章基礎・基本を生かした具体的工夫
（５年生の場合）
（１）（小数）÷（整数）の算数的ねらい
この指導のねらいは，学習指導要領Ａ数と計算（５）小数の意味についての理解を深め，
小数の計算ができるようにするということである。ウ「乗数や除数が整数の場合の乗法及び
除法ができること｡」を受けて構成したものである。
小数について，子どもたちは３年生で，はしたの処理として小数第一位を知り，４年生の
｢小数」では，小数第焉位．小数第三位の位を学習してきている。また，小数が整数と同じ
仕組みで表され小数の加法及び減法のしかたを理解している。乗法については２年生で乗
法九九,３年生では，２位数や３位数に１位数及び２位数をかける計算，４年生の「整数の
かけ算」では，３位数に３位数をかける計算を学習してきている。除法については，３年生
で除数が1位数の場合を，４年生の「整数のわり算」では，除数が２位数及び３位数の場合
を学習してきている。
この指導では,こうした学習をもとに.(小数）×（整数),(小数）÷（整数),(整数）÷（整
数)＝(小数)の意味と計算のしかたを理解することができるようにすることがねらいである。
その際，ただ単に計算のしかたを覚えて使うのではまく，既習の知鑛を活用したり，整数
の十進構造と同様に小数が十進構造を持つことが基本にあるので，半具体物を操作したり，
図に表したりしながら考える経験をさせたい。この指導は，５年生の「小数のかけ算とわり
算」で完成をみる指導であるので，大切に扱いたいところでもある。
③（小数）÷（整数）の計算
（１）７．２ｍのリボンを、３人で同じ長さずつ分けると１人分は何ｍになるでしょうか。
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０ １ ２ ３（木）
①式を書きましょう。
②計算のしかたを考えましょう。
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（２）面積が７２cniで、たてが３ｃｍの長方形の横の長さを求めましょう。
③式を書きましょう。
(￣ □④筆算のしかたを考えましょう。 ､３ｃ、
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(１）（小数）÷（整数）の考え方について
□ 7.2（、）０
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（小数）÷（整数）であっても（整数）÷（整数)の時に扱ったように６２を３人で分ける、
８ｍを４人で分ける、１２ｍを６人で分けるなどが６÷３，８÷４，１２÷６となったことを
想起して、この問題でも７．２÷３と立式をすることができる。
これは童の関係は変わらず、全体麹が小数になっただけの話であることに気付かせる。
ことばの式
(全体の量）÷（人数）＝（１人分の壁）
さらにこの時、
□ 7.2（、）０
－－－
３（人）２０ １
に
５８
算数の基礎・基本を生かして子どもを柔軟に育てるにはどうしたらよいか 鐘
数直線で数量の関係を明確にとらえて、ｌに対応する□を求めるのがａ÷ｂの標準型であ
ることを理解させたい。
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霧（２）７．２２÷３の計算方法に関する考え方について
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②7.2→0.1が７２こ
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0.1が24こで２．４
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このような３つの考え方が成り立つので、このよう左考えに立つと、小数のわり算ができ
ることをわからせたい。
ここで、数直線やことばの式を、初めて被除数に小数が入る場面で学習を定義させておけ
ば、これが（小数）÷（小数〉に発展しても有効に学習に機能すると思われる。
特に、その場合でも
□０ ｂ
０ 1 a
数直線とことばの式で明確におさえておけばよいのである。
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掛川
謡
鐸
唖
誤
溝
蜂
騨
鹸（２）実習中の学習指導案
算数＄}学習指導案
平成１６年６月３日（木）第３校時
黒磯市立稲村小学校第５学年１組
３４名（男16、女18）
Ｔｌ藤田由紀江（教育実習生）
Ｔ２小川珠美先生
乃
窺
魅
嫁
Ｌ単元名小数と整数のかけ算、わり算
２単元の目標と評価規準
鈩
卑
町
．
監
忠
｜
目
標
！
：
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牌
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坪
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3．単元設定の理由
本単元では､小数÷整数の意味と計算のしかたを学習する。既習の整数どうしの除法から、
被除法が小数の場合にまで適篤範囲を広げて、式の意味や計算のしかたを理解させ、計算が
でき為ようにすることが目的である。
小数の除法の意沫については、数直線を活用し、整数の除法に準じて考えさせるようにす
る。また、喬槙のしかたについては、被除数の小数を０１を単位として考えると、整数どう
しの計算と同様にして計算できることに気づかせていく。
小数の除法におけるあまりの小数点の位置や、Ｏをつけたしながらわり進んでいくことに
ついても、０１を単位にした見方で理解を深めさせていくことが大切である。
４指導計画と評価計画（小数と整数のかけ算…４時間小数と整数のわり算・・・８時間）
(略）
５．本時の指導
(1)題材名あまりのあるわり算
６０
関`し､．意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
目
標
小数×÷整数の計
算のしかたについ
て考える。
'j､数×÷整数の計算につ
いて、数のしくみに着目
して考える。
/j､数×÷鑑
数の計算がで
きる。
小数×÷整数の計算
のしかたがわかる。
評
価
規
準
ヅj､数ｘ÷整数の計
算について、計算
のしかたを考えた
り、進んで生活に
生かそうとする。
･小数×÷整数の計算につ
いて、0】のいくつ分とし
てとらえるなど数のしく
みに霧目して、計算のし
かたを考えることができ
ろ。
,ﾉj､数×÷整
数の計j蕊がで
き､それを適
切に用いるこ
とができる。
小数ｘ÷整数の計算
の意味やしかたがわか
る。
./j､数の場合でも、２．５
倍のように小数を用い
て表すことがわかる。
秘舞
膠
騒
謬
謬
算数の基礎・基本を生かして子どもを柔軟に育てるにはどうしたらよいか ●
雌
鐸
亀
⑭
．
貯
餌
舞
曇(2)ねらいあまりを出す除法の計算のしかたがわかる。
(3)展鍔〈略）
黙
（３）反省
①この指導に見られた子どもの反応
③紙テープを切るという作業を活発に行っていた。
②自分の考えを積極的に述べていた。
②周りの友達と比べて、意見の交換をしていた。
②授業の後に楽しいと言ってくれた。
②考えるのに時間をかけていた。
③予測していなかった考え方が多くあった。
③早く終わって待っている子と、長い間悩んでいる子とで差があった。
②活発で楽しい授業となった背景（要因・原因）
③算数的活動を取り入れた教材であった。
③具体物を用いる左ど課題に工夫があった。
②1人１人の子どもの考え方を大切にした授業であった。
③子どもに多く問いかけた。
②子どもたちにとって身近なものの例えを用いて分かりやすく説明した。
③見出された課題
③子どもが移動中、作業中（がたがたしている状態）の穏やかな説明は閃こえまい（聞いて
いまい)。
③たしかめ算の式の意味をきちんと理解させる。
②児童の考え方や発言は様々左ので、事前によく予想をし、準備しておく。
③児童に考えてもらいたい中心発問や課題の際にはじっくり待つ。（児童にとって、自分で
考えまとめる時鰯はとても大切左ものである）
③児童が考える時間、理解していく時懸を多く見積もり、余裕を持って授業を行えるように
適切な鱒間配分を行う。
⑨よく挙手する子だけを指すのではなく、受け身の児童にも発言の場を与える。
⑨特定の児童だけでなく、全体をよく見て話をする。
③黒板を用いて説明する際には、立ち位置に注意する。
③期間巡視は子どもたちの状況を把握するために大切なことである。
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〈４）（整数）÷（小数）
(小数）÷（小数）を学習するために（１）の考え方をどう生かすか
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＜わる数が小数になったら＞
１．整数÷小数（略）
２．小数÷小数
①筆算でも筒じ
小数のわり算は、除数、被除数にＯ以外の同じ数をかけても同じ数でわっても商は変わら
ない。この`性質を用いて小数÷小数にあてはめて考えればよい。ただ筆算のときには、気を
つけておかねばならないことがある。
わる数、わられる数を１０（100）倍すると常に整数÷整数になるが、この方法では下のよ
うに数値が大きくなりすぎて困ることがでてくる。
１６５)-面丁一一→lq5J-Tz丁
16.5丁宛丁一・１６５０７~冤了
そこで一般的には、わる数を整数になおすだけで計算をする方が簡単である。
②余りの処理
また小数のわり算では、余りの小数点の位置が初めの位置と異なってくるので処理がかなり
繊腱になる。そこで余りの小数点の位置については、
（わる数）×（商）＋（余り）＝（わられる数〉
の関係から考えたり、余りは必ずわる数よりも小さくなるということから、もとの小数点の
位置にかえってうつということが理解できるように進めていくことが大切である。
●
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Ⅲおわりに
（１）研究結果
小数のわり算に限らず、除法を指導する場合には、基準となる鷺の大きさを求める場合に
難しさがみられる。簡題場面をことばの式や数直線、図などを用いて表す酸どの活動を通し
て、場面の意味を露確にとらえ、正しく式に表せるようにする指導が大切である。小数は理
解しにくいが､小数のわり算でも同じように､数直線やことばの式､図などを十分に活用して、
自分の考えた答えを子どもが自分で説明できるよう理解させていくことが大切である。この
研究を終えてみて、数直線やことばの式の重要性を知ることができた。
また、小数を学習することにおいて、0.1が何こという考え方は最も大切な考え方である。
「１２は０．１がｌ２こ」や「0.1が１０こでｌ」という考え方など、意味を理解させることも重
要であると考える。
また、教育実習を行ってみて、まずは、“1人１人に考えさせる→考え方の共通化をはか
る→簡題を解きながら、考え方、解き方の確認をする,,という流れで授業を行ってみるとよ
いことがわかった。
子どもが自ら考え、自ら発見し学ぶよう導くことは大切である。問題は解けるが、その理
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算数の基礎・基本を生かして子どもを柔軟に育てるにはどうしたらよいか
袰
戴由や説明がわからない。そこで、そういった子どもが納得しうる教師の説明やまとめが必要
になる。授業を行う際にはきちんとねらいを持ち、必ず押さえなければならないことはしっ
かりと教師が説明することも大切である。そして、その内容の定着をはかるために例題を多
くやらせる。授業の最後に、“本日のポイント”ということで教師がまとめるとよいだろう。
算数輪活動や数学的な考え方を十分に用いた授業を行うことで、子どもにとって楽しく、
そしてわかる授業となると考える。また、わかる授業を展開するためには、ただ色画用紙等
を使えばよいというわﾄﾅではなく、自然な流れの中で、ポイントを押さえてそれらを適切に
用いることが大切であると矩つた゜
これからも、教師と共に子どもが参加する授業、頭だけでなく、手や身体も使って考える
算数的活動や、数学的な考え方を多く取り入れた授業を考えていきたい。
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